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177　　　　 GnRH 　analog に よ る子宮内膜腺細胞
像の変化

　増 殖能 と糖鎖抗原の 発現に つ い て 一
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　（MMMT ） の 免疫組織学的検討 とヌ
ー

ドマ ウ ス 同

所樹 II蹊 験 に基づ 巛 1織発唱 こつ い て の 考察

関西医大

岡田英孝、梅嵜圭吾、越川園子、安 田勝彦 、

中島徳郎、神崎秀陽

済生会病院，福丿1・医大＊

黒川哲 ’fj，’丁田 好雄 ＊，佐 々 木博正＊ ，川 ヒ由香 ＊，

竹内　演 ＊，紙 谷尚之 ＊，富永敏朗 ＊

　　［目的］GnRH 　analog （GnRHa）使用例の 内膜組

織に つ い て萎縮像が 報告されて い るが 、その 萎

縮を客観的に とらえ るために Argyophilic　nucleolar

otganizer 　regions （AgNORs ）とLe ’抗原の 発現にっ い

て 検討 した。

　　［方法］GnRHa 使用 10例 （1〜4カ月）、未使用

例 （増殖期5例、分泌期3例、閉経期 5例）を対象

と した 。 AgNORs の客観的評価の手段と して，
Irnage　Processor 　f〔r 　Analyti（別 PathOlogy（IPAP）にて

画像解析を行 っ た 。 ley抗原の 評価 として 、
一

次

抗体に BM −11JIMRO （Leり抗体を用い 、　streptoaVidin

bi（洫 法 にて検討 した 。

　　［成績】子宮内膜細胞にお けるNORs 数ノ核の 変

化は、（｝nRHa 使用例　1．98±O．32、増殖期　2．29
± O．31、分泌期　3．71± 0，04、閉経期　1．10±

O．11で あ っ た 。 また 、 NORs 面積骸 の変化は、

GnRHa 使用例　2．13± O．T 、増殖期　3．60± 0，63、

分泌期　4．52± 0．95、閉経期　0．41 ± 0．07で あ っ

た 。 こ の よ うに 、増殖期、分泌期に比べ て

GnRHa 使用例、閉経期で 、　 NORs 数骸 とNORs 面

積核 は 、 有意に低下を示 した 。 b 航 原の発現 は、

GnRHa 使用例と閉経期 はcy10plasm に強 く認め ら

れ た の に対 し増殖期 と分泌期で は瑚 衄 に ご く弱

い 反応が 見 られ た 。

　 ［結論］1）萎縮像を、AgNORs 染色と画像解析

装置 を用 い る事に よ り、客観的に評価で きる こ

と 。

　2）NORs の 判定 に数もさ る こ となが ら面積 も有

用なこ と 。

　3）Le航 原の 発現 は 、 萎縮に 関連する こ と 。

　以上が 示唆 された 。

　【目的】滉 合腫瘍 の 組織発 生に 対す る 3 つ の 仮 説

　（C ・lli・i・n　rh… y，　C・mp ・ siti・ n 　th… y ，
　C 。mbi 。 ati 。 n

theery ） を急激に 不 塗な転帰をた ど っ た MMMT 患

者の 原発 巣 と転移巣 ，そ して ヌ ー
ドマ ウ ス 同所移植

実験 に お け る病理細織学的な 立場か ら考察す る 。

【網 刎 50歳 （5G4P ）1995年3月 MMMT の診断 で

f宮全 摘をうけCAP 療法 を うけた 。 7月加療中．椎体

転移を生 じ椎弓 ・腫瘍摘 除術 を うけた がそ の 後，腹
腔内に も冉：発し死 亡 した 。　【材料，方法】　 患者家

族の 同意 を得て f宮全 摘時 の 原発腫瘍お よび転移

巣 の 病理組織学的，免疫組織学 的（Vimentin ，　Desmin，
EMA ）検討を実施 した 。 また 原発腫瘍紐織 を細切
し 5週 齢 ヌ ー ドマ ウ ス の uteK ）

−cervical 　junctionに 同

所移植 を行 い ，形成された腫瘍部 分 の 病埋学 的，免疫

莉織学的検討を実施 した。　【結 果1 原発腫瘍 は癌
腫成分 と肉腫成分 お よ び どち らと もい えな い 未分

化な 成分 よ り成 り 立っ て い た 。 未 分化 な部 分は

Vimentin，　Desmin，　EMA に 陽性で あ っ た。転移巣は

非常に未分化な成分 よ り成 立 して い たが Vimentin ，
Desmin ，　EMA は 陽性で あっ た 。 未分化な成分 よ り

な る＊・fl織 の 同所移植実験群で は 移植 後 5週日 に は腫

蕩 を 形成 した 。 原 発腫瘍成分 と同様，癌腫成分 と肉

腫成 分お よ び ，長分化 な成分 よ り成 り立ちその 部分

はVimenntin ，　Desmin，　EMA ，に 陽性で あ っ た
。

　【結論IMMMT の 組織 発生は癌 と肉腫 に分 化 しう
る bi−potent　ia1な細胞 よ り発生する と思わ れ た 。 こ の

結果は，Combination　theoryを支持 する もの であ る 。
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